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目的 基底細胞癌における組織学的な再発予測因子を同定する 
研究デザイン 症例対照研究 
セッティング 米国の 1 総合病院 
対象者 基底細胞癌の再発 30 例と非再発 74 例 
対象者情報（国籍） 1.日本人 2.日本人以外 3.国籍区別せず （ 3 ） 
対象者情報（性別） 1.男性 2.女性 3.男女区別せず （ 3 ） 

対象者情報（年齢） 

1.乳幼児 2.小児 3.青年 4.中高年 5.老人 6.乳幼児・小児 
7.乳幼児・小児・青年 8.乳幼児・小児・青年・中高年 
9.乳幼児・小児・青年・中高年・老人 10.小児・青年 
11.小児・青年・中高年 12.小児・青年・中高年・老人  
13.青年・中高年 14.青年・中高年・老人 15.中高年・老人  
16.乳幼児・青年 17.乳幼児・中高年 18.乳幼児・老人 
19.小児・中高年 20.小児・老人 21.青年・老人  
22.年齢区別せず （ 22 ） 

介入（要因曝露） 6 因子（切除断端との距離、増殖パターン、胞巣の形状、辺縁の性状、核の多

形性、辺縁の柵状配列） 
ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ（ｱｳﾄｶﾑ） エンドポイント 区分 

1 再発 1.主要 2.副次 3.その他（ 1 ）

2  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

3  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

4  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

主な結果 

20 の組織学的な因子を含めたモデルでは、切除断端との距離と胞巣の形状が有

意な再発の予測因子として選択された。単変量解析で有意とされた上記 6 因子

を共変量とした多変量解析では、切除断端との距離と増殖パターンが有意な再

発の予測因子として選択された。 

結論 

切除断端との距離が短い、胞巣の形状が棘状、増殖パターンが浸潤型・表在型・

斑状強皮症型のいずれかの組織学的因子を有する症例については再発のリス

クが高いため、それに応じた取り扱いが必要。 
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エビデンスのレベル分類（IV） 
基底細胞癌の再発に影響する組織学的因子を多変量解析で詳細に分析したも

のであるが、対照とした非再発症例の選択の基準についての記載が乏しい。 
 

 




